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部局ニュース

　9月4日（月）〜7日（木）の間、戦
略的国際連携先である豪州メルボルン
大学（以下、「UoM」）医学・歯学・
保健科学研究院を、保健科学研究院長
の矢野理香副理事、環境健康科学研究
教育センターの山内太郎センター長、
保健科学研究院の澤村大輔教授、同研
究院の宍戸　穂助教、国際連携機構の
植村妙菜URAが訪問しました。両研
究院の連携は、両校で2022年に立ち上
げたマッチングファンドを起爆剤と
し、高齢者医療、住環境における研究
者交流が始まったことに起因します。
両校連携のキックオフとなった2022年
の「ヘルシーエイジングに係るバーチ
ャルコンフェレンス」でもこれらのト
ピックが取り上げられ、互いの共通関
心を広く認識していました。
　今般の訪問では、本学保健科学研究

院及び保健科学院とUoMの医学・歯
学・保健科学研究院及び保健科学院の
学術連携に係る部局間交流協定を締結
し、医学・歯学・保健科学研究院で国
際連携を担当するマイク・マガキン副
研究院長、研究担当のアリシア・スピ
トル准研究院長、ノサル・グローバル
ヘルス研究所のキャシー・ヴォーン所
長、ブルース・トンプソン保健科学院
長、マリー・ゲルツ看護学科長、フィ
オナ・ドブソン理学療法学科長、アン
ドリュー・メータ検眼・視覚科学科長
と、広く今後の連携の可能性を探る会
談を行いました。
　また、ヘルスケアシステムのデジタ
ル化に伴う実装時に臨床現場で生じ得
るトラブル検証を行う、健康デジタル
トランスフォーメーションセンター、
研究者派遣を行っている地域医療機関

の一つ、オースティン・ヘルス、メル
ボルンブレインセンター、看護学科及
び検眼・視覚科学科の教室を訪問し、
教育現場を見学しました。訪問期間中
には、澤村教授の検眼・視覚科学科、
フローリー脳科学・メンタルヘルス研
究所での2回の講演があり、広く関心
のある研究者からのフィードバックが
寄せられました。グローバルヘルスと
コミュニティ連携、医療看護人材の労
働力確保と業務管理、医療者自身の健
康管理・労働環境改善、認知症やアル
ツハイマー病を含めた脳科学、高齢者
のためのアライドヘルスケアと、広く
研究連携の種があることを改めて意識
し、今後の発展が期待される訪問とな
りました。

（保健科学研究院、国際連携機構）

保健科学研究院長一行がメルボルン大学を訪問

トンプソン保健科学院長との部局間交流協定締結署名

研究連携を探る会談

マガキン医学・歯学・保健科学副研究院長と
矢野保健科学研究院長

澤村教授の講演

　医学部及び歯学部では、9月28日
（木）に、学術交流会館において、こ
の1年間に系統解剖、病理解剖及び法
医解剖のため、本学に尊い御遺体を捧
げられ、その御遺体を通して病因・病
態の究明に、あるいは人体構造機能の
理解に、貴重な御教示を遺された554
名の御霊の御冥福をお祈りするため、
慰霊式を執り行いました。

　慰霊式には、御遺族、寳金清博総
長、畠山鎮次医学部長、網塚憲生歯学
部長、矢野理香保健科学研究院長、渥
美達也病院長、学外関係者、教職員、
学生等約281名が参列しました。
　式は解剖体御芳名奉読の後、参列者
全員による黙祷を行い、次いで、畠山
医学部長及び網塚歯学部長から、御霊
の御意志に報いるためにも一層の教

育・研究・診療の発展に努めたい旨の
追悼の辞がありました。その後、参列
者による献花を行い、最後に畠山医学
部長から謝辞があり、慰霊式は厳粛の
うちに終了しました。

（医学院・医学研究院・医学部、
歯学院・歯学研究院・歯学部）
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献花をする寳金総長
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謝辞を述べる畠山医学部長及び網塚歯学部長




